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祈りと応答

序

　この発表では、古代ギリシアにおける、「見えな
い神」の表現を手がかりとして、ギリシア人の経験
していた神とその形象について考えていこうと思い
ます⑴。ギリシアの神々といえば、たとえば、ゼウ
ス、アポロンといった、オリュンポスの 12神が思
い浮かびますが、今日の発表では、人々が神々を実
際に思い浮かべた場を想定し、神々の姿にできるだ
け接近することができればと考えました。古代ギリ
シア人が、神々を思い浮かべた主な場のひとつは、
神域内において、嘆願したり、願いを捧げたりする、
なんらかの儀礼の場面においてでした。儀礼の場、
つまり礼拝、祈りにおいて、本来は見えないはずの
神々は、古代人の脳裏にその姿を現しただろうと思
われます。この発表では、礼拝の中で姿を現す神に
ついて、文学と美術の両方の分野から引用します。
こうした観点から考察を進めることで、古代ギリシ
ア人の経験した神の概念について考察し、彼らが神
と人との関係をどのように考えていたかを検討した
く思います。
　発表は、大きく前半と後半に分かれます。前半で
は、神話の世界における「見えない神」の表現につ
いて考察します⑵。ついで、後半では、ギリシア人
が現実に行っていた儀礼の場における神々の表現に
ついて考えることにします。

1　神話

（1）　古典文学における「見えない神」
　最初に、ギリシア神話の中で、神々はどのように

描写されているかについて概観します。一般に古典
文学において、ギリシアの神々は、英雄たちの眼に
見えない存在として描かれています。つまり原則と
して、神々は、人の目に見えない存在です。彼らは、
天上において神々だけの生活を享受しており、文字
通り下界を見守っています。神々は、地上の出来事
に強い関心を抱いており、ときに人間の事件に介入
します。たとえばゼウスは、美女をみかけると、急
いで降りてきていろいろと手を尽くすわけです。ま
た、ひいきの英雄たちが苦難に陥ると、彼らの目に
は見えない姿でそっと助けたりします。
　『イリアス』のトロイア戦争の場面では、神々が
お気に入りの英雄を救う場面がたびたび記述されま
す。神々は、戦場に降り立って、槍や矢の方角を変
えて間一髪、英雄の危機を救うのですが、人々は、
神々が地上の事件に介入していることに気づいてな
い、そのような描写がしばしば見られます。『イリ
アス』のそうした場面を後で紹介します。
　天上の神々が、地上の出来事に介入する、文学表
現の中でもよく知られた印象的な場面のひとつが、
『イリアス』冒頭の一節です。娘を奪われた老父が、
敵に対する復讐を神に祈り、神がそれに応える場面
です。トロイアの神官クリュセスは、ギリシア方の
総大将アガメムノンによって娘を捕らえられ、戦利
品とされてしまいます。父親は、娘の身柄を引き取
るべく、敵陣を訪れアガメムノンに嘆願しますが、
総大将は泣きながら頼む老人を罵り、「娘は夜伽を
つとめ、死ぬまで故郷を離れて暮らすことになる」
と告げます。神官クリュセスは、アポロン神に祈り
ます。「わたくしの流した涙の償いを払わせてやっ
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て下さい」と神に嘆願します。老父の祈りに応えて、
神が敵に復讐します。

　ポイボス・アポロンはその願いを聴き、心中
怒りに燃えつつ、弓とともに堅固な覆いを施し
た矢筒を肩に、オリュンポスの峰を降

くだ

る。怒れ
る神の肩の上では、動きにつれて矢がカラカラ
と鳴り、降

くだ

りゆく神の姿は夜の闇の如くに見え
た。やがて船の陣から離れて腰を据え一矢を放
てば、銀の弓から凄まじい響きが起こる。始め
は騾

ら

馬
ば

と俊足の犬どもとを襲ったが、ついで兵
士らを狙い、鋭い矢を放って射ちに射つ。かく
して亡

なき

骸
がら

を焼く火はひきもきらず燃え続けた⑶。

　峰を下っていくアポロンは、「夜の闇のように見
えた」と書かれ、怒れる神の姿が描写されています。
兵士たちは、アポロンの矢によって次々に倒れます
が、『イリアス』では、続いて陣中に悪疫が発生し
て死者が続出したことが語られます。つまり、アポ
ロンは、人には見えない神として振る舞い、弓矢に
よる殺戮は、実際には疫病の蔓延となって神による
復讐が果たされます。
　しかしまた、神々は、古典文学において、必ずし
も英雄の目に見えない姿だけではなく、しばしば見
える存在としても登場します。たとえば『イリアス』
では、ディオメデスが、戦場に現れた女神アフロ
ディテを、女神であると正しく認識し、それにもか
かわらず女神に襲いかかって槍で傷つける場面すら
あります。

　豪遊の勇士テュデウスの子は、身を伸ばして
躍りかかり、鋭い槍で柔肌の腕の先を突いた。
たちまち槍は、…神の衣を貫いて、…神の不死
なる血が流れ出た。…ディオメデスは、女神に
向かって大声でいうには、「ゼウスの娘御よ、
肉弾相撃つ戦さからは手を引かれるがよい。」⑷

　神々は英雄たちとたびたび接触し、会話を楽しむ
場面もあります。文学だけでなく、美術作品にもそ
うした神々と英雄の親密な関係がしばしば表されま
す。英雄ヘラクレスがくつろいで食事しているとこ
ろへ、女神アテナが訪れて声をかける様子を表した
ものもあります。
　Versnelは、こうした神々の形象について考察し、

登場人物の目に見える姿、登場人物には見えない
姿、人間の姿に身をやつす場合、イルカ、狼など、
動物の姿に変身している場合、の 4つに分類してい
ます⑸。

（2）　美術における「見えない神」
　以上のように、美術作品の典拠となった古典文学
において、神々は原則としては英雄たちの眼に見え
ない存在とされています。美術においては、「見え
ない神」の作例は主としてアルカイック末期以降の
作品に積極的に表されるようになります。つまり、
神々が地上に降りて、登場人物の目に見えない姿で
事件に介入するという場面が表現されるわけです。
　典型的な例は、英雄たちの一騎打ちに神々が介入
する場面です。前 450年頃のペンテシレイアの画
家の陶器画では、メムノンとアキレウスの戦闘の際
に、メムノンの母親である女神エオスが介入する様
子が描かれます。前 485年頃の、クレオフラデス
の画家の陶器画では、アイネイアスとディオメデス
の戦闘に、アイネイアスの母親である女神アフロ
ディテが息子を助けるために割って入る様子が描か
れています⑹。
　次の作例は、ニオビデの画家によって前 460年
頃に描かれた陶器画です（図 1）⑺。トロイア戦争
の終盤において、王子パリスがアキレウスを射殺し
ようと試みています。パリスは弓の名手ですが、彼
の矢は、最初は最強の英雄に命中せず三本の矢が失
敗して地に落ちているようすが描かれています。し
かし、トロヤ側に加勢する、アポロンが地上の事件
に介入します。青年神は、矢の方角を変えて、アキ
レウスの弱点であるかかとに命中させて、英雄を死
に至らしめます。
　次の作例においては、神像が関係します⑻。「ア
イアスによるカッサンドラ陵辱」を表す陶器画です
（図 2）。トロヤ落城の際に、王女カッサンドラは、
神像にすがりつき神の庇護を求めます。前 450年
頃に制作されたこの作品では、アテナ像の背後に、
神像のいわば本人であるアテナ女神が出現する様子
が表されています。女神は、アイアスの無慈悲な振
る舞いをじっと見つめています。人の犯す不埒な行
為に対する、神々の復讐が主題となっていると思わ
れます。
　次は彫刻作品です。図 3は、オリュンピアのゼウ
ス神殿のメトプ彫刻で、アトラスとヘラクレス、女
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神アテナを表しています⑼。ヘラクレスがアトラス
に、ヘスペリデスの園に林檎を採りに行くことを依
頼し、アトラスが出かけている間はアトラスに代
わってヘラクレスが天球を支えています。メトプ浮
彫が表しているのは、アトラスが首尾よく林檎を手
に入れて、ヘラクレスのもとへ戻ってきた場面で
す。ヘラクレスは天球が重いのでクッションを肩の
上に挟んでいます。ヘラクレスの守護女神アテナ
は、英雄の後ろに立って天球をそっと支えて、難行
を手伝っているのですが英雄はそのことに気づいて
いません。
　「見えない神」の、おそらく最も印象的な作例は、
オリュンピア東破風のゼウス像でしょう（図 4）⑽。
東破風においては、聖域オリュンピアの主神ゼウス
が登場しています。オリンピック競技が開催された
この地では、競技の開催にあたって運動選手が選手

図 1

図 2

図 3
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宣誓の儀式を行いました。古代ギリシアにおいて、
誓約を司る神はゼウスでした。現実の競技の開催の
際に、アスリートによる誓約が神殿前において行わ
れたのと全く同様に、破風彫刻においても、神話上
の、競技前の宣誓の場面が表されています。英雄オ
イノマオスとペロプスが、戦車競走を行う前に誓約
を行う一方、英雄たちの眼には見えない神ゼウスが
誓約を保証し、違約した者には神が復讐することが
表現されています⑾。実際に、神話においては、こ
の先の筋書きにおいて、ゼウスの復讐による悲劇が
幾度となく成就することになります。

2．儀礼

（1）　奉納浮彫
　さて、これまで私たちは、古典文学と美術におけ
る神話の描写において、神々が登場する場面を取り
上げ、特に登場人物の目に映じていない神々が表さ
れている場面に注目してきました。こうした場面が
興味深いのは、ひとつには、表面上は神話や伝説が
語られていても、ギリシア人の、宗教的な考え方が
背景に感じられるからではないかと思われます。浮
彫には、英雄ヘラクレスをそっと支援する女神アテ
ナの姿が刻まれています（図 3）。こうした場面が
告げているのは、一言でいえば、人は自身では気づ
いていないが神々が人を助けているということのよ
うに思われます。つまり表面上の神話物語とは別
に、いわば宗教的なメッセージが隠れているように
思われるわけです。あるいは、カッサンドラを陵辱
しようとする、アイアスの振舞いをじっと見つめる
女神アテナは、神々の復讐を体現しているように思

われます（図 2）。この場合も、この世には神の支
配があり、正義が過たずに行使されるということが
語られているように思われます。「見えない神」の
表現においては、ギリシア人の考えていた宗教観が
物語描写の背景に透けて見えるように感じられます。
　さて、ギリシア美術の多くは、これまで見てきた
ように、神々と英雄たちの神話物語を主題とするも
のでした。発表の後半では、神話や伝説の表現では
なくて、古代ギリシア人による礼拝の様子を観察し
てみることにします。神話や伝説ではなく、現実の
ギリシア人が、元来は見えないはずの神々と出会う
様子を見てみます。人々が、自身の前に姿を現す
神々を想定して表現した作品です。それによって、
ギリシア人が、見えないはずの神々を、一体どのよ
うに思い描いていたかを検討してみます。
　発表の後半において観察するのは、図 5のよう
な、いわゆる adoration reliefと総称される奉納浮彫
の分野です⑿。崇拝者である人と、神が対面する様
子を表す作品群です。adoration reliefは、多くの場
合、実際の犠牲式のために人々が行列をつくる様子
を表しています。古代ギリシア、ローマ宗教におい
ては、礼拝のために牛、羊、豚等を屠殺し、祭壇上
で骨、内臓、肉を焼いて饗宴を行って皆でご馳走と
なる肉を食べました⒀。従って、犠牲式のために、
祭壇に向かって崇拝者が進む場面は、神々に対する
畏敬を表す図像でした。
　これらの浮彫は、ある意味では現実の礼拝の一場
面を切り取って表したものですが、ただし、人々の
前には、良き贈り物を受けとる神々が表されている
という点では、全くの現実の場面とも言いがたいで

図 4
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しょう⒁。奉納浮彫は、ほとんどの場合、私的に神
域に奉納され建立されたものでした。図 5の浮彫の
場合は、銘文が付されており、「…ontosの妻 Peisis
が捧げた」とアーキトレーヴに記されています。ア
ルテミスの名高い聖域であるブラウロンに奉納され
たものです⒂。図 6の作例も、同様にブラウロン聖
域に奉納されたものです。「Thorai地区の Antiph-
atesの妻 Aristonikeが奉納した」と刻まれていま
す⒃。
　奉納浮彫は、前 6世紀頃から制作が始まります
が、前 6世紀、前 5世紀には、その作例数はあま
り多くなく、主に前 4世紀に主要な作例が生まれま
した。アッティカ地方において非常に多く生産され
ています。挿図で紹介している例は、質が高い方で、
実際には、地方美術館の所蔵する質素な作例がほと
んどです。総数は、おそらく 500点を超えると思

われ、全体を包括するカタログはいまだ存在してい
ません⒄。少なくない数の文献に、それぞれ不完全
なリストが散らばっているというのが研究の現状で
す。特徴を簡単に列挙します。
　構図は、既に述べたように、礼拝する人間と神々
が対面する様子を表します。崇拝者たる人間も神々
も、ひとりの場合と複数の場合があります。崇拝者
は、複数の場合には、男女、大人、子供の、可能な
かぎり多様な組み合わせがありえます。そのほか、
男性たちだけのグループの場合、あるいは、子供た
ちのグループを表す場合もあります。子供たちを大
人が引き連れるこうした場面は、地域の共同体への
子供の紹介と子供の登録の儀礼と関係があるとされ
ます⒅。一方の対面する神々も、ひとりの神を表す
場合の他、同じ眷属の他の神々と共に表される場合
がしばしばあります⒆。

図 5

図 6
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　先ほど、Peisisと Aristonikeという、女性を奉納
主とする作例をひとつずつ紹介しましたが、一般
に、奉納記念物に添えられる銘文は、非常に簡略で、
奉納者と、奉納を受け取る神の名前のみを記す場合
がほとんどです⒇。つまり「誰それが誰それの神に
祈り捧げた」という文章が定型となっており、他の
ことには言及しないのが普通です。このため、奉納
の由来についてわかれば興味深いのですが、多くの
場合理由については不明なままに残されています。
　一般に、奉納という行為においては、人の願いが
成就したために、それを可能にした神の好意に感謝
して、神を喜ばせるものが神域に建立されたと概括
することができます。私的な奉納のきっかけとして
考えられるのは、たとえば出産と養育などで、図 7
はアッティカ以外の地方の珍しい例です21。背景に、
靴と衣（左から、短袖キトン、四角の生地の衣服が
ふたつ、ペプロス）が掛けられているのが見えます
が、妊娠していた時に着ていた服を出産の際に神域
に奉納する習慣が広く行われていたので、そうした
奉納された衣服を表しているものとされます22。そ
のほか、病気の治癒、競技における勝利、職務から
の引退など様々な奉納理由が考えられます23。奉納
は、このように、神からの好意に対して贈り物を捧
げるという、神と人との間の、いわゆる互恵的な関
係を基礎にしていると考えられます24。ただし、
Parkerも述べるように、形式としては一時的な互恵
的関係ではあっても、ギブアンドテイクという単純
な関係ではなく、未来における神の加護を奉納者は
願っていたと考えられます。つまり、記念物の奉納
によって、奉納者は、神との間に永続的なより強固

なつながりを求めたと考えられます25。
　奉納を受領する神々は、アルテミス、ゼウス・メ
イリキオスなど、子供の養育に関わる神格や、また、
アスクレピオスなど医療の神である場合も多く見ら
れます。いわゆるオリュンポスの 12神が adoration
浮彫の奉納の対象となることは少なく、国家祭儀の
対象となるようなアテナ、ポセイドン、ヘラといっ
た神々に対する奉納よりは、アスクレピオス、ニン
フ、ヘラクレスなど、地方的で親しみやすい神々や
英雄を対象とする場合が多いことを指摘できます26。
　奉納浮彫を建立する者にとっては、奉納者の名前
を掲示することが大切であったと思われます。奉納
者は、聖域において浮彫を建立し、神と人の両方に
対して、敬虔さの印を示します27。つまり、聖域に
おいて、名前を名乗り、自身をへりくだる者として
神々の前に示すことが重要だったと考えられます。
文字、つまり銘文によって、奉納者の名前を掲示し、
加えて浮彫にも自身の姿を刻みます。また奉納者に
加えて、たとえば子供たちのような、神からの恩恵
を受ける者を特定し、眼に見える姿で浮彫に表すこ
とも大切だったろうと思われます。奉納者にとって
は、神の恵みの範囲を限定することが重要だったか
らです。浮彫はつまり、受益者の範囲を特定する役
割を果たしていたといえるでしょう28。なお、この
発表では、女性を奉納者とする例を数多く取り上げ
ていますが、一般に奉納記念物は、女性を奉納主と
する場合も見られますが、男性による奉納の方がは
るかに点数が多いことを付け加えておきます。

図 7
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（2）　神々の形象
　奉納浮彫においては、神々は、何よりも大きな身
長差によって表されています。古代ギリシア人の脳
裏においては、文献にも繰り返し語られているので
すが、神々は、人よりもはるかに大きくはるかに美
しくまた賢い存在でした。
　この身長の違いについて述べる例として、『デメ
テル賛歌』の描写を引用したく思います。この詩篇
では、娘のペルセフォネが冥界にさらわれたため
に、母親神のデメテルが地上をさまよう様が謡われ
ています。デメテルは、年老いた乳母の姿に身をや
つして、人間に交じって暮らしていますが、ある日、
人間たちの愚かさに怒り、自身の本当の姿を現すと
いう場面があります。老婆の姿から、神の姿へ形を
変える場面です。

　「何も知らぬ人間どもよ、迫りくる良き定め
も、悪しき定めも見通せぬ愚かな者どもよ。（中
略）
　私こそは誉れ高いデーメーテール、不死なる
神々にも死すべき人間にも、このうえない助け
となり、喜びを与える神である。（中略）」
　こう言うと、女神は老いの皮を脱ぎ捨て、姿
も背丈も変えた。あたり一面に美しさが湧きあ
がった。香にけむる衣は心とろかす匂いをまき
ちらし、不死なる女神の肌は遠く光を輝かし、
黄金なす髪が両肩を包んでいた。造りのしっか
りした家に稲妻が走る時のように、あたりに光
があふれた。

　そして女神は広間から出ていった。母親のほ
うは、たちまち膝の力がぬけ、永い間、声も出
ないままだった29。

　女神が本当の姿を現すと、「あたり一面に美しさ
が湧きあがった」と述べられています。神々は、人
よりもまず、身長がはるかに高く、つまり立派な身
体をしています。そして「心とろかす匂いをまきち
らし」とあるので、良い香がするわけです。「稲妻
が走る時のように、あたりに光があふれた」とある
ように、身体から光を放つ存在として描写されてい
ます。
　文献の伝える、神々と人との、いわば種族として
の相違は、奉納浮彫にも表されているように思われ
ます（図 8）30。身長差に加えて、立ち居振る舞い
にも相違が見られます。崇拝者は、礼儀を尽くして
歩み、片手を挙げる特徴的な礼拝の仕草をとってい
ます。一方、仰ぎ見るほどに大きな神々は、寛いだ
様子で、しばしば互いに談話を楽しんでいる様子で
表現されます。
　このように、奉納浮彫において、人と神がそれぞ
れ複数によってしばしば表現されることは、興味深
いことのように思われます。ギリシアの神々は、つ
まり、種族として存在しています。人は、そもそも、
その所属する種が神よりも劣っていることが表され
ています。古代ギリシア人にとって、もっとも大切
な道徳は、人は傲慢であってはならない、ヒュブリ
スを抱いてはならない、というものでした。この道
徳が、古代人にとって意味していたことが、こうし

図 8
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た身長の相違の表現に実に単純に表されているよう
な気がします31。
　さて、興味深いことに、500点近い奉納浮彫にお
いて、神々が現実の彫像そのままの姿で表されるこ
とは一度もありません32。この発表は、ギリシア人
の脳裏に浮かべられたであろう、神の姿について考
察することを目的にしているのですが、古代人が目
にする最も普通の神の姿は、実際には、神殿や神域
に建立されていた神像であったはずです。神々の姿
は、先に見た Aristonike奉納の作例にも見られるよ
うに、おそらく神像を手本にして制作されたと思わ
れる例がしばしば見られます（図 6）。ただ、厳密
な意味でいえば、神々の足元に台座が表されている
例はなく、ブロンズや大理石、テラコッタの、硬い
姿勢の彫像そのものが描写されることは一度もあり
ません。
　古代ギリシアの神殿は、原則として、東正面に祭
壇を備えています。神殿は単独で建立されるもので
はなく、東正面の祭壇と組にして建てられるわけで
す。祭壇上の犠牲式は、扉を開けた神殿の中から、
神が見守る中で行われるもので、言い方を変える
と、犠牲式は神像に見せることを目的に行われまし
た。しかし、浮彫においては、神々は神像としての
姿ではなく、人々はいわば生ける姿の神々の前に歩
む様子だけが表現されます。
　先ほど観察した、カッサンドラの嘆願を表現する
陶器画は、こうした意味においても興味深いように
思われます。この作品においては、古代の人々が、
神像は必ずしも神そのものではなく、神は神像とは
別に、神像に縛られることなく自由に存在している

と考えていたことが示されていると思われます。
　奉納浮彫においては、図 9のように、神々は頭部
を傾け、崇拝者に肯いていわば承認の印を示してい
るように見えることがありますが、こうした作例は
数の上ではあまり多くありません33。多くの場合は、
神々は、ゆったりとくつろぎ人々に特に注意を払う
様子ではなく、かといって無視するでもないよう
な、いささか微妙な態度を見せています。エデルマ
ンが記すように、神々は親しみがありながら、同時
に人との間に距離をとっているようです（図 10）34。
神と人は、話しかければ声の届く距離にいますが、
会話の様子を描写することはむしろ例外的といえま
す35。
　神々の前に、礼拝の仕草をして立ち、儀式を行い、
贈り物を捧げることは、ギリシア人にとって最も重

図 9

図 10
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要な宗教的行為でした。本来、人の眼には見えない
はずの神は、もし見えるのであればこのような姿で
あろうと想像され、浮彫として表されました。祈り
と礼拝が、神々に聞き届けられることが表現されて
います。先祖伝来の、儀礼の必要な手順さえ踏まえ
れば、神々は人の願いに応じてくれると考えられて
いたことが示されています。つまり、儀礼を成り立
たせるのに、必要な意思疎通が可能であると想定さ
れていたことが、浮彫から読み取られるように思わ
れます。そうした表現が、数多く模索され、形式と
なったのがこれらの奉納浮彫であったと思われます。
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1989, 188-9 fig. 167. 前 470/60年頃の、アフロディテの介
入を表現するアンフォラも参照。 Würzburg, 799: LIMC I 
(1981) s.v. “Aineias” no. 41 pl. 299 (F. Canciani). 前 490年
頃の、ベルリンの画家によるスタムノスはアキレウスと
ヘクトルの一騎打ちを表現し、中央には女神アテナが立
つ。München 2406. ARV2 207, 137; LIMC I (1981) s.v. 
“Achilles” no. 566 pl. 115 (A. Kossatz-Deissmann).

⑺　ニオビデの画家によるペリケ。Bochum S1060: Schefold 
and Jung 1989, fig. 230; LIMC I (1981) s.v. “Alexandros” no. 
92 pl. 394 (R. Hampe).
⑻　The Polygnotos-groupによるアンフォラ。Cambridge, 

Corpus Christi College (ARV2 1058.114; Add2 323): Man-
gold 2000, 173 cat. II 61 fig. 33; LIMC I (1981) s.v. “Aias II” 
no. 54 pl. 261 (O. Toushefeu); Marconi 2011, 162.
⑼　Ashmole, Yalouris, Franz 1967, 28, figs. 188-193; Fuchs 

1983, 411 fig. 460; LIMC V (1990) s.v. “Herakles” no. 1705 

pl. 11 (J. Boardman); Knell 1990, 83 fig. 119; Kaltsas 1997, 
96, fig. 117; Stansbury-O'Donnell 1999, 74-5 pls. 31-2; Bar-
ringer 2005, fig. 5.

⑽　東破風に関する最も新しい文献。Patay-Horváth 2007.
⑾　Schuchhardt 1971, 299; Robertson 1975, 277-8; Der Kle-

ine Pauly V (1979) 1518-9, s.v. Zeus (D. Wachsmuth). 東破
風におけるゼウスの介入の解釈について、先行研究に関
しては Osada 2008を参照。

⑿　奉納浮彫については、前野 2007, 67-90; 篠塚 2008; 長田 
2013, 39f.; Osada 2016a, 18-19を参照。Adoration relief の
最初期の作例はアクロポリス美術館所蔵のいわゆる「豚
の浮彫」である。新アクロポリス美術館 AkrM 581（アテ
ネ、アクロポリス出土）：Vikela 2005, 93-95, pl. 12, 2; 
Neumann 1979, 34, 38, 70-71, pl. 18a; 長田 2012, 図 6; 長田 
2013, 40, 図 9; Osada 2016a, fig. 9.
⒀　ThesCRA 1:59-134, s.v. “2.a. Sacrifice” (A. Hermary and 

M. Leguilloux); van Straten 1987; van Straten 1995; Edel-
mann 1999, 144.
⒁　篠塚 2008がこうした非現実の場面について詳しく記述
する。

⒂　Brauron Mus 1152 （ブラウロン出土）: Edelmann 1999, 
44f. F28; van Straten 1995, 81 R73, fig. 57; LIMC II (1984) 
s.v. “Apollon” no. 957 (W. Lambrinudakis); LIMC II (1984) 
s.v. “Artemis” no. 1127 (L. Kahil). 銘文 “peisis ly…ontos 
gyne anetheken”
⒃　Brauron Mus 1151 （ブラウロン出土）: Edelmann 1999, 

44f. F27; Lissarague 2012, 569, fig. 29.2; van Straten 1995, 
81, R74; LIMC II (1984) s.v. “Artemis” no. 974 (L. Kahil); 
Osada 2016a, 19, fig. 11. 銘文 “artemidi euxamene anetheken 
aristonike antiphatous thoraieos gyne”
⒄　adoration relief に関する、最も包括的な研究は Edel-

mann 1999によるもので、崇拝者である人間の表現を、
一人、両親、単一の家族、複数の家族、などに分類して
考察し、455点のカタログを作成する。しかし未掲載の作
品も多い。

⒅　Edelmann 1999, 104-112は、これらの作例に Parastasis
という名称を与えて 18点の作例について論じる。
⒆　Edelmann 178.
⒇　ThesCRA 1:270-281, esp. 275, 280 s.v. “2.d. Dedications, 

Gr.” (R. Parker) が論じるように、奉納行為は、主として
過去を回顧し、しばしば誓いを契機として行われたと思
われる。Keesling 4-10, esp. 4もまた、奉納のメカニズム
における誓いを重視する。なお、奉納浮彫の碑文の読解
にあたり、秋山学教授（筑波大学人文社会系）に懇切な
ご指導をいただいた。記して感謝したい。

21　Lamia Mus. 1041（テッサリア Echinos出土）: ThesCRA 
1:297 No. 118, s.v. “2.d. Dedications, Gr.)” (J. Boardman et 
al.); van Straten 1995, 82f., R75bis, fig. 88； Vikela 2008, 
85, fig. 8.
22　van Straten 1995, 82.
23　ThesCRA 1:270-281, s.v. “2.d. Dedications, Gr.)” (R. 

Parker).
24　近年の Jim 2014, 59-97, esp. 65-67など、互恵的な関係
のみを強調することに批判的な学説もある。Jim 2014, 76
は、ギリシア宗教の特に古代的な、現代人に理解しがた
い面が、過去の研究においては強調されすぎているとし、
奉納における「感謝」に関して再検討する。



280

WASEDA RILAS JOURNAL
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